
江戸前みなと塾
『江戸前のうみとふねを知る２日間』

主催：東京海洋大学 江戸前ESD協議会
港区芝浦港南地区総合支所

江戸前の姿を、「うみ」と「ふね」という視点からチャートワーク
や船舶、航法を通して、みなさんで語り合う2日間の連続講座です。

2014年度 受講者募集

◆ 日時：2014年12月6日（土）、7日（日）
（ 6日は午後1時30分～午後4時00分、

7日は午前9時30分～午後4時00分を予定しています：

詳細は裏面参照）

◆ 場所：東京海洋大学 品川キャンパス ２号館４階実験室
（7日の午前は、東京湾で船による港等の見学を行います。）

◆ 受講料：無料

◆ 定員：１０人（１８歳以上）

＊ 受講される方はすべての回の参加をお願いします。
＊ 必ずご本人がお申し込みください。
＊ 定員を超えた場合、参加いただけないこともあります。
（港区芝浦港南地区総合支所でも20人の募集をしています）

◆お申込：次のいずれかの方法でお申し込みください。

FAX：０３－５４６３－０５２９
電子メール：hirokun＊kaiyodai.ac.jp（＊を＠にしてください）

郵便宛先：〒108-8477 東京都港区港南4-5-7
東京海洋大学 魚類学研究室

【必要事項は、受講者の氏名、年齢、性別、連絡先です】

◆お申し込み期限：2014年11月28日（金）

◆お問い合わせは 03-5463-0529（河野）まで

（なお、予告なしに内容が変更することがありますので、ご了承ください）



江戸前みなと塾

『江戸前のうみとふねを知る2日間』

これまで東京海洋大学江戸前ESD協議会は、「住民参加を基盤とする江
戸前の海（東京湾）の持続的な利用の仕組みづくり」のために、湾岸の住民
の方々とサイエンスカフェやワークショップなどを開催してきました。

今回は「うみ」と「ふね」という視点から、チャートワークや船舶、航法
を通して、江戸前の姿をみなさんで語り合う2日間を企画しました。
さらに参加者のみなさんと語り合うことで、今後の江戸前の海のあり方を
いっしょに考えていく機会を提供いたします。

◆募集は東京海洋大学で10名を予定しております
（港区芝浦港南地区総合支所で20名（抽選）を
募集しております。）。

◆東京海洋大学の品川キャンパス２号館４階実験
室は右図のとおりです。交通手段は、JR品川駅
港南口（東口）から徒歩で約10分です。

◆プログラムは下の表のとおりです。ただし、7日
の午前9時30分から12時にかけては、船で東京

湾の海を巡ります。コース等は未定ですが、詳
細は参加される方に追ってご連絡いたします。

このプロジェクトは日本学術振興会の科研費（基盤研究（B）24310028）の助成で実施いたします

２号館
４階実験室

品川駅（JR・京急）

天王洲アイル駅
（東京モノレール・
りんかい線）
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